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一般社団法人日本精神保健看護学会
第32 回学術集会開催にむけて

第 32 回学術集会会長　荻　野　　雅
（武蔵野大学　看護学部）

第 32 回学術集会を「精神保健における精神看護の責務　―with コロナの中でのチャレンジ―」をテーマと
して、6 月 4、5 日に開催いたします。

昨年、今年と新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、私たちの生活は一変しました。外出自粛やリモー
トワークなど生活様式の変更をせざるを得ず、様々な精神保健上の問題が浮かび上がってきました。

精神保健看護に携わる私たちは、看護専門職者としてこのような状況の中での人々の精神保健にどのような
支援ができるのか、そして精神保健看護において看護が果たす役割や責任を、本学術集会を通して、皆様と共
に考えたいと思います。

残念なことに、当初、対面実施を予定しておりましたが、新型コロナウイルス感染症感染拡大のため、今年
度もオンライン開催となりました。

多くの皆様方のご参加を心よりお待ち申し上げております。
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第32回学術集会・総会のご案内

開催時期・参加受付

1）開催時期
ライブ開催期間 2022 年 6 月 4 日（土）、5 日（日）
オンデマンド閲覧期間：5 月 30 日（月）～ 6 月 30 日（木）

2）受付方法
下記の内容で学術集会 WEB サイトより参加登録を行うことが可能です。

・参加費 ： 会員	 10,000 円
非会員	 12,000 円
学　生	 3,000 円（大学院生は除きます）
当事者・家族	 2,000 円
抄録集	 2,000 円（別途冊子をご希望される場合）

・参加登録期間：6 月 27 日（月）まで
但し、学術集会当日の視聴をご希望の方は、5 月 31 日（火）までに登録とお支払いを済
ませるようお願いいたします。

・ ID、パスワードの発行に入金確認から 3 営業日程度の時間がかかります。
　できるだけお早めに参加登録をお願いいたします。
・�ライブ開催への参加と、オンデマンド閲覧に必要なパスワードは紛失しないようにしてください。また、

第三者への情報漏洩にご注意下さい。

オンライン開催　実施要項（一部抜粋）

・本学術集会はオンライン開催となり、ライブ配信とオンデマンド閲覧となる配信の 2 つ方法となります。

1）ライブ配信期間 ： 6 月 4 日（土）・6 月 5 日（日）
・�ライブ開催期間は Zoom Meeting と Zoom Webinar を使用しますので、Zoom のインストールをお願いいた

します。また、ライブ配信期間中に PC の更新作業などが開始されますと、配信が途切れるため、事前に済ませ
ていただくよう、お願いいたします。

①�大会事務局から特設 WEB サイトへ入場するための ID とパスワードを事前に発行いたします。こちらを使用して、
大会 WEB サイトにあります特設 WEB サイトのバナーをクリックして特設サイトへ入場してください。

②�学術集会特設 WEB サイト内にライブ配信の各会場のバナーがありますので、視聴する会場のバナーをクリック
してください。

③参加登録に使用したメールアドレスを入力し、参加可能となります。

2）オンデマンド閲覧可能期間 ： 5 月 30 日（月）～ 6 月 30 日（木）
・学術集会特設 WEB サイトに入場できる ID とパスワードを発行します。
・発行された ID・パスワードを使用し、学術集会特設 WEB サイトへお進みください。
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3）オンライン配信への留意事項
・�学術集会 WEB サイト及びライブ配信に掲載されている全てのコンテンツ（スライド、画像、動画など）の無断撮影、

録音、閲覧端末のスクリーンショット機能等を用いた記録や写真撮影、ダウンロード、他サイト（SNS を含む）
への転載等は、固く禁止します。

・�第三者への参加 ID・パスワードの譲渡・共有はご遠慮ください。1 つの参加登録 ID でご参加頂けるのは参加申
し込み者 1 名のみです。必ずお一人ずつ事前参加登録をお済ませください。

　一般演題、ワークショップなどの詳細の参加方法は、参加登録時に頂いたメールアドレスに事務局よりご案
内をお送りいたします。また、抄録集にも参加方法について記載させていただきますので、合わせてご確認く
ださい。

大会プログラム
6月 4日（土）

9：30 ～ 9：50�
開会式

10：00 ～ 10：30� 大会長講演

「精神保健における精神看護の責務―With コロナの中でのチャレンジ」
　演者　荻野　雅　武蔵野大学
　座長　安保寛明　山形県立保健医療大学

10：40 ～ 11：50� 大会講演　 

「ウィズ・コロナの時代に求められる精神保健看護の専門性」
　演者　武用百子　　大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻
　座長　小谷野康子　東京慈恵会医科大学

12：00 ～ 13：00� ランチョンセミナー

「統合失調症のリカバリーを見据えた精神科治療とロナセンテープの役割」
　演者　樽谷精一郎　新阿武山病院
　　　　中谷結香　　新阿武山病院　看護部
　座長　松下年子　　横浜市立大学　名誉教授
　共催　住友ファーマ株式会社
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13：20 ～ 14：30� 教育講演

「新型コロナパンデミックがもたらした精神保健の諸課題」
　演者　太刀川弘和　筑波大学医学医療系臨床医学域災害・地域精神医学
　座長　荻野　雅　　武蔵野大学

13：20 ～ 15：00� 一般演題（口演）

演　題　群

精神障害者へのスティグマ

認知症患者への看護

精神看護教育（実習も含む）1

精神疾患を患う児童への看護 1

継続教育 1

身体合併症患者への看護・身体疾患を患う患者への看護 1

地域支援・訪問看護 1

15：20 ～ 16：50� シンポジウム①

「多職種による精神保健　多職種の連携のあり方とは」
　シンポジスト　秋山理絵子　特定非営利活動法人 らく福祉会　らく福祉会相談支援事業所
　　　　　　　　中野眞樹子　笑む笑む訪問看護ステーション　精神看護専門看護師
　　　　　　　　平岡牧人　　医療法人社団薫風会 グループホーム　メトロノーム施設長
　座長　柴田いつか　山田病院　精神看護専門看護師
　　　　冨樫剛清　　就労移行支援事業所 Dream Up  施設長

15：20 ～ 16：50� ワークショップ

WS1：�COVID-19 患者をケアする看護職のうつ /PTSR 悪化予防を目的としたオンラインセルフケア強化プロト
コールの展開方法

WS2：�精神看護実践でのマッサージの活用を考える～当事者と共に制作したマッサージ DVD を用いた臨床での活
用～

WS3：アディクション問題にかかわる看護職者支援プログラム～ アディクションを理解し、看護に活かす ～
WS4：精神力動論を活用した看護ケア ～事例を読み解きながら～
WS5：�コロナ禍での対人援助職のメンタルヘルスについて語ろう ―マインドフルネス瞑想をしながら、マインド

フルに聴き、マインドフルに話そう―
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WS6：CNS による外来での看護相談・看護面接の取り組みと可能性 ―with コロナの中での支援を考える―
WS7：看護に活かす認知行動療法 ―With コロナの中での学びを高めるチャレンジ ―
WS8：�心理教育教材「COVID-19 パンデミック下の心身の健康とセルフケア（医療機関用）の開発と連携医療機

関との共同開催からの学びと今後の課題
WS9：�コロナ禍で精神看護学を担当している若手教員がつながる場の開発を ～ワールド・カフェ方式で精神看護

学実習指導をテーマに語り合う試み～

17：10 ～ 18：10� 総　会

6月 5日（日）
10：00 ～ 11：40� 一般演題（口演）

演　題　群

継続教育 2

精神疾患を患う児童への看護 2

精神看護教育（実習も含む）2

地域支援・訪問看護 2

身体合併症患者への看護・身体疾患を患う患者への看護 2

看護倫理・行動制限時のケア

10：30 ～ 11：40� シンポジウム②

「当事者が求める精神保健とは」
　シンポジスト　尾山篤史　　精神障害者当事者
　　　　　　　　和田公一　　精神障害者当事者夫婦の会　負けてたまるか！ 発起人
　　　　　　　　和田千珠子　精神障害者当事者夫婦の会　負けてたまるか！ 発起人
　　　　　　　　江上　幸　　WRAP ファシリテーター
　　　　　　　　増子徳幸　　株式会社 Link with 代表取締役　看護師 保健師 精神保健福祉士
　　　　　　　　星野俊弥　　北里大学医学部精神科学 医師
　座長　小林　信　　東京医科大学医学部看護学科　
　　　　中戸川早苗　北里大学看護学部看護学科　

13：30 ～ 15：00� ワークショップ

WS10：�新型コロナウイルスの影響に係る新人看護職のメンタルヘルス事業 ―神奈川県における新人看護職を対象
としたメンタルヘルス支援の実践報告―
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WS11：看護師が取り組む不眠に対する簡易型認知行動療法
WS12：精神科事例検討とリフレクティングー「きく」ことは「はなす」こと
WS13：精神保健における対話実践の心得と場づくりーオープンダイアローグ実践者（看護）との対話を通してー
WS14：体験参加型ワークショップ　すぐに役立つ　教育者・指導者向け暴力の KYT（危険予知訓練）
WS16：当事者を対象とする看護研究の質を高めるために当事者から助言をもらおう !

14：00 ～ 15：30 理事会企画

15：40 ～ 16：10 閉会式

学会総会について

・ 6 月 4 日（土）17：10 ～　オンラインにて学会総会を行います。
・第 1 会場にサインインしていただき、ご出席ください。

問い合わせ先

参加登録に関するお問い合わせ
運営事務局／株式会社日本旅行東日本法人支店（担当：江草、向吉）
〒 103-0001　東京都中央区日本橋小伝馬町 10-11　日本橋府川ビル 2 階
TEL 03-6892-5104（代表）　FAX 03-6892-1830　

その他特設 WEB サイトに関することや、各種お問い合わせ
　　学術集会事務局／武蔵野大学看護学部（担当：舘、小野寺）
　　〒 135-8187　東京都江東区有明三丁目 3 番 3 号
　　TEL 03-6865-1729

MAIL：japmhn32@musashino-u.ac.jp 

※できるだけ、電子メールでのお問い合わせにご協力ください。

学術集会に参加されていない会員の方も参加できるように、
学術集会とは別にオンラインのURLを設定いたします。
第32回総会のURLは会員の皆様にお送りする予定です。

seitaro
ノート注釈
seitaro : Rejected

seitaro
ノート注釈
seitaro : Cancelled

seitaro
取り消し線
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理事会報告 総務委員会　矢　山　　壮
（関西医科大学）

１．2022 年 3 月 17 日に 2021 年度第 6 回の理事会を開催いたしました。

　• 第 32 回学術集会はオンライン開催となり、市民公開講座は中止となりました。詳しくはホームページ
をご覧ください。

　• 第 33 回学術集会は 2023 年 5 月 13 日（土）～ 14 日（日）に開催いたします。テーマは「精神保
健看護がめざす多様性と包摂性」です。

　• 論文表彰制度のための新規の委員会設置が決定されました。2022 年度は研究活動推進委員会が中心
になって制度の詳細を検討しています。

　• 実践の質向上委員会では、中堅看護師対象の実践力向上のためのオンライン研修会を開催する準備を進
めていることが報告されました。

２．2022 年度第 1 回代議員会は 2022 年 6 月 3 日（金）18 時 30 分から開催いたします。

３．2022 年度総会は 2022 年 6 月 4 日 17 時 10 分から 18 時 10 分まで、WEB にて開催いたします。

４ ．2022 年度年会費の請求書がお手元に届いていると思いますので、お支払いの手続きをお願いいたし
ます。なお、退会をご希望の場合は、当該年次の会費をお支払い頂いた上で、マイページより退会届を送
信下さいますようお願いいたします。

５ ．本学会の活動、他学会・団体からの情報などをメールにて発信しております。是非、マイページにメー
ルアドレスをご登録ください。また新年度になり、所属が変わられた方など、登録内容に変更が生じた場
合には、更新をしてくださいますようよろしくお願いいたします。毎年、宛先不明のために請求書をお送
りできない方がいらっしゃいます。2 年間会費の納入がない場合には、自動退会となってしまいますので、
ご注意ください。
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編集後記　　　　

　この春、転職や引っ越しなど新年度が始まるタイミングで、環境が変化された方は多かったのではないでしょ
うか。私も環境が変化したことで、慣れない状況に毎日緊張しながら、新たなチャレンジに奮闘しています。
これから５月病も始まると思いますが、そんな状況も楽しみながら、大変な時期を乗り切っていきたいと思っ
ています。
　日本精神保健看護学会第 32 回学術集会・総会の開催日が近づいてまいりました。今年もオンライン開催に
変更となりましたが、参加される皆様とのつながりを感じながら、with コロナの中でのチャレンジについて考
えたいと思います。皆様にお会いできることを楽しみにしております。� （瀧）

本会ホームページ Twitter Facebook

広報・情報委員会

寺岡征太郎（帝京大学）

神澤　尚利（東京医科大学）

中戸川早苗（北里大学）

永江　誠治（長崎大学）

瀧　めぐみ（金沢医科大学病院）

（お問い合わせ）メールアドレス： japmhn.pr@gmail.com




